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日
本語ペラペラのエンリケさん（左）と

蓬莱県営住宅

国見上野台応急
仮設住宅 国見大木戸応急

仮設住宅
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　観月台文化センターで国見町
の皆さんと会食して交流。ちら
し寿司や煮物、サラダなど多彩
な献立の昼食です。これらは主
催した国見町赤十字奉仕団の皆
さんと参加した女性たちの手料
理。男性も配膳を手伝い、皆で
おいしくいただきました。

　20人が参加していわき市へ研
修旅行に出かけました。貸切バ
スで移動しながら、津波被災地
域を視察。「アクアマリンふく
しま」や塩屋埼も見学しました。
昼食は小名浜の食堂で磯料理を。
親しくおしゃべりをしながら、
旅先の一日を楽しみました。

塩屋埼の名所・美空ひばりの碑の前で

お茶で乾杯。この日も和やか

もち米を笹で包みイグサを結びます

意欲的に作品作りに励む皆さんです

笑顔の宮内重明シェフ（右端）と

ボランティアの皆さんと肩寄せて作業

名手のテクニックに拍手！
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日ごろの気晴らしに
楽しくていいよな

こういう講習会
は初めて。おい
しい料理でした

　国見町社会福祉協議会が４日
に上野台、５日に大木戸でちま
き作りの会を開催。皆で作って
できたてを味わいました。「柏餅
は作るけど、ちまき作りはなじ
みがないね」と皆さん。中には
三角じゃないちまきもありまし
たが、それも可愛らしかった！

松川雇
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住宅

旧松川小応急仮設住宅
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　自治会でブームとなっている
「きめこみ」の作品作り。整体
の待合室で目に留めた人が作り
方を聞いてきたのがきっかけと
か。以来、工房のようになった
集会所。仲間から仲間へと教え
合い、風景や花をモチーフにし
た大小の作品でいっぱいです。

　「りょうぜん里山がっこう」
でフランス料理の講習会。
神奈川県横浜市のフレンチ
レストラン「パレ・ド・バルブ」
の皆さんが手ほどきします。
チーズリゾットのレシピを
教わったり、サラダを盛り
付けたりして、「里山フレ
ンチ」を完成させました。

　被災地をめぐり音楽を届
けている「愛とヒューマンの
コンサート」から、今回は南
米の楽器・アルパとケーナを
演奏する「エンリケ・やぎり
んバンド」が談話室で演奏会。
集まった住民が世界各地のメ
ロディーとエンリケさんのお
国話を楽しみました。

　「東京すまいるの会」の顧問
で元ラジオ福島アナウンサーの
山下容子さんがボランティアの
皆さんと訪問。住民 40 人余り
も参加して、会提供のヒマワリ
の種を敷地の周辺部にまきまし
た。地域の皆さんと楽しめるよ
う、皆で成長を見守ります。

お世話になり長生きでき
ています。おいしかった。
ごちそうさま
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　旧暦の端午の節句にちなみサ
ロンで柏餅を味わいました。過
去２年間は集会所で手作りした
柏餅。今年はお休みして和菓子
屋さんの柏餅を楽しみます。最
近のできごとからシベリア抑留
の体験談まで（！）幅の広～い話
題で会話がはずんでいました。

村でもっと固い土
を掘った時のこと
思い出したよ

かん
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やぎりんこと八木倫明さん


